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令和２年 第１回糸島市議会定例会 一般質問概要 

日程 順 議員名 件  名 

３月１２日 

（木） 

１ 並里 弘二 
喫緊の諸課題について 

幼児教育・保育の無償化の進捗について 

２ 笹栗 純夫 

コミュニティセンター発足に伴う校区民意識の向上施策について 

第２次糸島市長期総合計画の基本構想について 

幸せになれる犬、猫を増やそうではないか 

３ 重冨 洋司 駅のバリアフリー化について 

４ 平田 雅紹 

市庁舎整備について 

稼ぐ街施策について 

人口減少地区コミュニティー維持施策ついて 

次の１０年を見据えた街づくりついて 

３月１３日 

（金） 

１ 後藤 宏爾 
市内１０駅の利便性の向上について 

学校給食費の無償化について 

２ 栁 明夫 

子どもの権利条約、ジェンダー平等と中学校の校則について 

国保の負担を軽減し資格証明書発行などの廃止について 

まち・ひと・しごと創生総合戦略案と自然エネルギーのポテンシャルを最大限に生かした地域づくり戦略に

ついて 

３月１６日 

（月） 

１ 松月 よし子 九州大学を活かした地域づくりプロジェクトについて 

２ 徳安 達成 

効率的な働き方について 

中高年のひきこもり支援について 

地域福祉を推進するために 

３ 伊藤 千代子 

災害に強いまちづくりと伊都の杜の防災について 

きららの湯と保育所の無償譲渡におけるコンプライアンスついて 

大型公共事業による財政への影響について 

４ 加茂 正彦 糸島市におけるスマート農業の展開について 
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令和２年 第１回 糸島市議会定例会 一般質問概要 

日程 順 議員名 件  名 要  旨 

３月１２日 

（木） 

１ 並里 弘二 

喫緊の諸課題について 

（１）感染症対策。 

  ①新型コロナウイルス、関係機関の連携と備えは。 

  ②野生動物を媒介とする感染の防疫体制は。 

（２）防災減災対策。 

  ①水道管の耐久年数超過箇所の把握と補修改修計画は。 

（３）自主財源の確保。 

  ①市税の合併時と現在。今後の見通しは。 

  ②ふるさと納税、直近２年の状況と今度の見通しは。 

  ③観光入込客数増に伴う消費額の推移は。 

幼児教育・保育の無償化の

進捗について 

（１）現時点での課題とその対策、取組みは。 

（２）幼稚園教諭・保育士の処遇改善と保育士確保の取組みは。 

（３）発達障がいや長期入院から退院後のお子様の受け入れは。 

（４）利用増が予測される放課後児童クラブの対策は。 

（５）公共遊休地や公共施設空きスペースの活用はできないか。 

２ 笹栗 純夫 

コミュニティセンター発

足に伴う校区民意識の向

上施策について 

（１）校区公民館が担った役割は何だったのか。コミュニティセンターに移行した後も、堅持

しなければいけないものは何か。 

（２）公民館運営に尽力された歴代の方々を、どのように歴史に残し顕彰するのか。 

（３）コミュニティセンター運営の根拠法令が社会教育法から「糸島市まちづくり基本条例」

となることにより、何がどのように具体的に変わるのか。また、利点になるのか。 

（４）コミュニティセンターで飲酒や物品販売（コミュニティビジネス）が出来るようになる

が、許容範囲を定めておく必要はないか。そのことを市民に広く周知すべきと考えるが。 
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３月１２日 

（木） 
２ 笹栗 純夫 

コミュニティセンター発

足に伴う校区民意識の向

上施策について 

（５）各校区運営委員会で決められたコミュニティセンターの愛称が、３月１５日の広報で周

知される。１５カ所中５カ所で〇〇館と愛称が付けられている。他の館も愛称名＋館と

呼称して、永年呼び親しんだ館長と呼べないか。併せてセンター員はどう呼称すればよ

いのか。 

（６）校区公民館廃止とコミュニティセンター発足を記念して、市もしくは各公民館単位で「コ

ミュニティセンター発足キックオフ大会」（仮称）を開催し、メリハリを付けないか。 

第２次糸島市長期総合計

画の基本構想について 

（１）まちづくりの基本方針を戦略と名付け、まちづくりの基本目標を戦術と呼称している。

戦略と戦術の定義を伺う。 

（２）戦略でワンランク上のまちづくり（“質”の向上）としているが、ランクアップとは質の

向上と言っているが、何を指標にしてランクアップを目指すのか。 

（３）令和 3 年度から向こう１０年間の糸島市の事業は、全て今回の基本構想が原点となる。

すでに糸島市として一歩先んじているフレイル予防などの構想はどの項目に属している

のか。 

（４）教育の向上は“米百俵の精神”が大事だと思う。教育現場のＩＣＴ化は学術研究都市を

標榜するならば不可欠と考える。どの項目で謳っているのか。情報デバイドも早急に解

消すべきである。見解を伺う。 

（５）古代の伊都国発展は文化・芸術が栄えていたのではないか。原理は同じである。文化芸

術振興に力を傾注すべきと考えるが、見解を伺う。 

（６）バイオマスをはじめ糸島発展のため、命がけで打開策を切り開こうとされている方々が

おられる。糸島市は、その方々のためもっと寄り添うことは出来ないのか。 

（７）第２次糸島市長期総合計画の最終年度は２０３０年でＳＤＧｓのゴールと符合する。糸

島市も「ＳＤＧｓ未来都市」を目指さないか。 

幸せになれる犬、猫を増や

そうではないか 
（１）ふるさと納税の寄付メニューに動物愛護を加えることは出来ないか。 
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３月１２日 

（木） 

３ 重冨 洋司 
駅のバリアフリー化につ

いて 

（１）市民の方達の望む交通環境への対応は。 

（２）無人駅に対して具体的な取り組みはあるか。 

（３）免許返納者や高齢者の電車、バス利用が増加すると思うが市の考えは。 

（４）無人駅に対するバリアフリー化をどのように考えるか。 

（５）エレベーターのない駅の不便さをどのように考えているか。 

（６）美咲ヶ丘駅のエレベーター設置は可能か。 

（７）１駅に１基エレベーターの設置費用は、又、負担割合は。 

（８）美咲ヶ丘駅から西側の無人駅に対して、エレベーター設置等の協議をした事はあるか。 

（９）スロープを活かした改札口の設置等の協議はしたのか。 

（10）スロープを使い改札口として使える可能性のある駅はあるか。 

（11）階段等を使わずにホームへ出られるような仕組みへの解決策はないか。 

（12）要望の多いエレベーター設置事業などについて市はどのように向き合っていくのか。 

（13）パブリックコメントの提出者、意見数はどのくらいあったか。 

（14）パブリックコメントの多くの意見を第２次長期総合計画にどのように反映するか。 

４ 平田 雅紹 

市庁舎整備について 
（１）基本構想の周知について 

（２）基本設計の進捗について 

稼ぐ街施策について 

（１）企業人応援プログラムの進捗について 

（２）一般社団法人設立について 

（３）第 2次糸島市観光振興基本計画について 

人口減少地区コミュニテ

ィー維持施策ついて 

（１）モデル４地区の現状について 

（２）今後課題と施策について 

次の１０年を見据えた街

づくりついて 

（１）将来人口について 

（２）コンパクトシティについて 

（３）土地基本調査業務について 
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３月１３日 

（金） 

１ 後藤 宏爾 

市内１０駅の利便性の向

上について 

（１）エレベーター、エスカレーターのない駅の状況と設置について 

（２）駅のトイレの洋式化とトイレのない駅のトイレの設置について 

（３）無人駅の解消について 

学校給食費の無償化につ

いて 

（１）学校給食費の無償化の意義について 

（２）未来を担う子どもたちを育てる上でも学校給食費の無償化について 

２ 栁 明夫 

子どもの権利条約、ジェン

ダー平等と中学校の校則

について 

（１）校則で服装や頭髪をはじめ学校生活を細かく規制する必要性について 

（２）校則と子どもの権利との関係をどう考えるか。 

（３）児童生徒や保護者が参加した校則見直しを行うべきではないか。 

（４）制服・標準服はジェンダーフリーにし、強制もやめるべきではないか。 

国保の負担を軽減し資格

証明書発行などの廃止に

ついて 

（１）県の納付金据え置き廃止措置と今後の国保税の見通しについて 

（２）滞納者への短期保険証、資格証明書発行を廃止すべきではないか。 

（３）現年度の所得減少に対する減免措置について 

（４）子どもの均等割の減免措置について 

まち・ひと・しごと創生総

合戦略案と自然エネルギ

ーのポテンシャルを最大

限に生かした地域づくり

戦略について 

（１）地域経済循環率アップの目標について 

①どの産業をどこまで引き上げるか。 

②もっと高い目標にすべきではないか。 

（２）産業間の連携、特に農林水産業と市内企業との受発注の拡大について 

（３）市内のエネルギー自給の現状と自然エネルギーのポテンシャルについて 

（４）太陽光・小水力・バイオマス・風力などの自然エネルギー事業を広げていく上での課題

について 

（５）県内でトップクラスのポテンシャルを生かしたエネルギー自立・分散型地域づくりをめ

ざす抜本的な戦略の構築を行うべきではないか。 
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３月１６日 

（月） 

１ 松月 よし子 

九州大学を活かした地域

づくりプロジェクトにつ

いて 

（１）九州大学学術研究都市構想について 

  ①策定経緯・目的について 

  ②対象エリアについて 

③進捗状況、推進機構について 

（２）国際村構想、糸島サイエンス・ヴィレッジ構想について 

①５者連携の必要性について 

②国際村構想の事業内容（展開）について 

  ③糸島サイエンス・ヴィレッジ構想の将来展望について 

（３）前原北部まちづくり・志摩東部まちづくりについて 

  ①地元調整について 

  ②まちづくりの展望について 

（４）県立特別支援学校について 

①九州大学連携について 

②学術研究都市づくりとの関係について 

（５）九州大学キャンパス周辺のまちづくりについて 

①経済循環について 

②地域の呼称について 

③糸島文化の創造について 

２ 徳安 達成 

効率的な働き方について 

（１）市職員の時間外勤務の状況について 

（２）今後の職員体制について 

（３）ＲＰＡ（ロボットによる業務自動化）の拡充について 

中高年のひきこもり支援

について 

（１）糸島市の現状について 

（２）公的な支援について 

（３）課題と対策について 

地域福祉を推進するため

に 

（１）市と糸島市社会福祉協議会の役割について 

（２）必要な財政支援について 
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３月１６日 

（月） 

３ 伊藤 千代子 

災害に強いまちづくりと

伊都の杜の防災について 

（１）地震火災の教訓について 

（２）配水管及び防火水槽の耐震化について 

（３）伊都の杜の防火水槽の必要性について 

（４）前原東土地区画整理事業等の開発行為に関する指導について 

きららの湯と保育所の無

償譲渡におけるコンプラ

イアンスついて 

（１）きららの湯の料金値上げについて 

（２）社会福祉法人碧晟会の応募と申請受理について 

（３）社会福祉法人いとしま子どもの会の設立登記について 

（４）無償譲渡の議案について議会への説明責任について 

大型公共事業による財政

への影響について 

（１）アンダーパスによる中央ルート整備（総事業費８０億円）について 

（２）雷山運動公園の維持管理費（年間６千万）について 

（３）泊、馬場地区におけるサイエンス・ヴィレッジ構想について 

（４）波多江駅から泊を経由した九州大学への鉄軌道敷設について 

（５）消費増税・新型コロナウイルス肺炎で経済悪化が懸念され、最優先すべきは福祉、教育、

バス交通充実等の市民要望と考えるがいかがか。 

４ 加茂 正彦 
糸島市におけるスマート

農業の展開について 

（１）スマート農業の現状は。 

（２）攻めるスマート農業について 

（３）守るスマート農業について 

（４）除草作業のスマート化について 

（５）１０年後を見据えた糸島版スマート農業は。 
 


